
（４）令和７年度 総合的な学習の時間全体計画     大崎上島町立東野小学校 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本校で育てようとする資質や能力及び態度 （※太字は、今年度の重点課題） 

観点 本校の児童につけたい資質・能力 ３・４年の評価規準 ５・６年の評価規準 

知
識
・
技
能 

◎知識・技能 

・基礎的、基本的な知識習得をすることができる。 

・大崎上島町にある自然・歴史・伝統文化・地域の産業・暮

らしを学び、大崎上島のことを深く知り、教科等の学びに

生かす。 

 
・学力調査等において、国・県の平均点以上にする。 

・大崎上島町の、いろいろな自然・歴史・伝統文化・地域の産業・暮

らしについて知り、教科等の学びに生かす。 

 

・学力調査等において、国・県の平均点以上にする。 

・大崎上島町にある自然・歴史・伝統文化・地域の産業・暮らしを学び、

大崎上島のことを深く知り、教科等の学びに生かす。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

②豊かな思考力・判断力・表現力 

・学習活動や生活体験から課題を設定し、解決の見通しを立

てて取り組むことができる。 

・課題設定に向けて、専門家や家庭、地域の人から話を聞き、

必要な情報を収集することができる。 

・他者と協働しながら、よりよい知恵を出したり、修正・補

足したりしながら物事を創造することができる。 

・自分の思いや考えを、効果的な資料等を使って整理し、書

き表したり伝え合ったりすることができる。 

・相手意識や目的意識をもって、効果的な表現方法を用いて、

分かりやすく表現することができる。 

 

・課題を選んだり見つけたりすることができる。 

・人の話をしっかり聞き、必要な情報を収集することができる。 

・活動・体験を通して、課題を設定することができる。 

・他者と協働し、様々な思考のための方法を使い、よりよい知恵を出

したり創造したりすることができる。 

・自分の思いや考えを整理して、書き表したり伝え合ったりすること

ができる。 

・相手意識を持ち、大きな声で、分かりやすく表現することができる。 

・自分から質問をしたり、丁寧な言葉遣いで質問したりすることがで

きる。 

 

・自分で課題を見つけて意欲的に取り組むことができる。 

・人の話を反応しながら聞き、必要な情報を収集することができる。 

・活動・体験から課題を設定し、解決の見通しを立てることができる。 

・他者と協働し、効果的な思考のための方法を使って、よりよい知恵を出

したり、修正・補足したりしながら、物事を創造することができる。 

・効果的な資料等を参考に、自分の思いや考えを整理し、書き表したり伝

え合ったりすることができる。 

・相手意識を持ち、その場に合う効果的な表現方法を用いて、分かりやす

く表現することができる。 
・進んで質問をしたり、場に応じた言葉遣いで話したり聴いたりすること

ができる。 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

①ソーシャルスキル 

・何事にも主体的に取り組み、意欲をもって行動することが

できる。 

・自分と異なる他者の考えを受け入れ、意見を集約したり、

広げたりすることができる。 

・他者の価値観を受け入れる、多様性を尊重する態度を身に

付ける。 

・他者と協働するためのリーダーシップやチームワークを身

に付けることができる。 

 

・自分の考えをもち、能動的に行動することができる。 

・自分や友だちの、良さや頑張りを認めることができる。 

・郷土の自然・人材との触れ合いを通して、地域や自分自身に自信や

誇りを持つことができる。 

・異なる意見を受け入れたり、みんなの意見を繋いだりすることがで

きる。 

 

 

・自分の考えを持ち、自ら進んで能動的に行動することができる。 

・自分や友だちの良さや成長を自覚し、今後の目標を立てることができる。 

・郷土の産業・文化を受け継ぐ方の思いや、地域のよさに気付くことがで

きる。 

・他者の考えを受け入れ、意見を集約したり、広げたりすることができる。 

 

③粘り強さ 

・身近な人や地域の専門家から学び、協働して課題を解決す

ることができる。 

・困難な状況でも粘り強く取り組み、最後までやりきること

ができる。 

 

・身近な人に相談したり、友だちと助け合ったりして、課題を解決す

ることができる。 

・困難な状況でも、最後まで粘り強く取り組むことができる。 

 

 

・身近な人や、地域の専門家から学び、協働して課題を解決することがで

きる。 

・困難な状況でも粘り強く取り組んだり、急な変化に臨機応変に対応した

りすることができる。 

◎郷土愛 

・大崎上島に魅力を感じ、ふるさとに誇りと愛着をもつこと

ができる。 

・これからの大崎上島や将来の自分のためにできることは何

かを考え、行動することができる。 

 

・大崎上島のことを知り、ふるさとに誇りを持つことができる。 

・これからの大崎上島のために、自分にできることを考えることがで

きる。 

 

・これからの大崎上島や自分の将来のために、できることを考え、行動す

ることができる。 

・大崎上島町の魅力を感じ、ふるさとに誇りと愛着を持つことができる。 

 

③学習内容と本年度の主な活動活動（☆は町内３小学校の交流活動・Ｋ授業等） 

 ３年（地域） ４年（環境） ５年（産業） ６年（伝統文化） 

テ
ー
マ 

町のたから研究所 

『大崎上島の宝をさがしに行こう』 
町の自然環境研究所 

『大崎上島の海を守ろう』 

町のものづくり研究所 

『大崎上島を支える匠の技を学ぼう』 
町の歴史研究所 

『未来へつなげよう！大崎上島の伝統文化』 

学
習
の
ね
ら
い 

自分の住んでいる地域への理解を深め

る。町の宝物探しを通して、地域のよさに

気付く。町の有名人や、宝人について調べ

ることで、地域の方と関わり方、豊かな表

現力を身に付ける。 

大崎上島の自然について考えること

を通して、自分の町の自然の美しさ豊か

さに気付く。美しい海を守り、アピール

するために、自分にできることを考え、

実行する。 

町の特産物や産業についての理解を

深める。大崎上島の産業の実態を調査

し、まとめる。北広島町と大崎上島を比

較することで、大崎上島の良さに気付

く。大崎上島の産業の未来について考え

る。 

町の古墳や土器の調査をする。東野の

伝統文化である櫂伝馬にかける地域の

方の思いを受け継ぎ、体験する。東野地

区の伝統文化をつなぐために自分たち

にできることを考える。大崎上島の未来

について討論する。 

学
習
活
動 

 

１学期「東野のじまんをさがそう」 
・校区探検をして、秘密を見つけよう。 

・自分が住んでいる地域の言い伝えや 

お勧めの場所を紹介しよう。 

 

１学期「海の生き物探検に行こう！」  
☆海の生き物探検（大串海岸） 

・大串海岸の生き物調査 

 

 

１学期「知らせよう！東野の産業のみりょく」  
☆大崎上島の産業調べ 

（東邦亜鉛） 

・東野の産業の魅力を伝えよう。 

１学期「つなげよう！東野の伝統文化」 
・東野の伝統文化調べ 

☆子ども櫂伝馬競漕参加 

（ひがしの住吉祭） 

２学期「大崎上島のじまんをしょうかいしよう」  

☆大崎上島の宝探し(大崎上島めぐり) 

・東野地区の宝を探そう。 

☆K 授業（地域の自慢を紹介） 

２学期「海の生き物探検に行こう！」  
☆海の生き物再調査（大崎上島の海岸） 
☆Ｋ授業（海を守る取組を交流） 

 
 

２学期「知らせよう！大崎上島の産業のみりょく」 
☆大崎上島の産業調べ 

 （ファームスズキ、中原農園） 
☆Ｋ授業（地域の産業を発表） 
 

２学期「伝えよう！東野の伝統文化」 
・日本の伝統文化の良さ発見（☆修学旅行） 

・東野の伝統文化の魅力を伝えよう。 

☆Ｋ授業（地域の伝統文化を発表） 

３学期「町の宝人をさがそう」 
・宝人バンクをつくろう。 

３学期「大崎上島の海のよさを伝えよう」 
・大崎上島の海をアピールしよう。 

３学期「大崎上島のよさを伝えよう」 
☆「山・海・島」体験活動（比べて分かる大崎上島のよさ） 

・大崎上島の産業の未来について考えよう。 

３学期「大崎上島の未来について考えよう」  
・東野の伝統文化の魅力を、アピールしよう。 

☆他校の児童と大崎上島の未来について、

意見交流会をしよう。 

④ 指導方法 ⑤ 学習の評価 ⑥ 指導体制 
・児童が試行錯誤できる体験活動の重視 

・一斉・個人・小集団などの学習形態の工夫 

・児童の課題意識を連続・発展させる支援 

・表現方法・表現する場の工夫等の言語活動の充実 

・協働する活動が必然的に生まれる学習展開 

・個に応じた支援の重視 

・ワークシート・レポート・ポートフォリオ・アンケート  

 など記録を活用した評価の方法の充実 

・地域の方や他者による外部評価 

・作文・振り返りカードによる心情の変化 

・指導と評価の一体化の充実 

・観点別学習状況を把握する評価規準の作成 

・地域教育力の人材バンクへの登録と効果的運用 

・専科や、担任外の教職員による支援体制の確立 

・ゲストティーチャー・保護者・地域の関係機関との連携 

・各学年の学習成果の共有、蓄積して次年度に生かす。 

児童の実態 
・明るく素直な児童が多い。 

・少人数であり、同一の集団で生活して

きている。 

・自分の思いを表現することを苦手とす

る児童がいる。 

 

地域の実態 
・校区は、文化財や史跡などが豊富で指導

者となる人材がおり協力的である。 

・地域の行事に参加できる若者が少ない。 

保護者の願い 
・確かな学力を身に付けてほしい。 

・楽しく安全な学校生活を送ってほしい。 

地域の願い 
・相手に対して思いやりや親切な心を持

ち、実践してほしい。 

・豊かな体験を通して、郷土を愛する心を

持ち続けてほしい。 

学校教育目標 
自分を大切に まわりを大切にできる  

わくわく ほかほかがあふれる東野小学校にしよう 

大崎上島町教育推進プラン 
大崎上島の将来を担う たくましく生きる子供の育成 ～ふるさと大崎上島を愛する子供を育てる～ 

地域との連携 

・地域の人々とのふれあいを通して学ぶことができるようにする。 

・地域の「ひと・もの・こと」を開発し、関係機関、地域の方、保護者との連携を図る。 

近隣の幼稚園・小学校・中学校との連携 

・町教研の学年部会で、各校の「総合的な学習の時間」の目標や年間計画、活動内容な

どを情報交換する。 

・幼・小・中連携プロジェクトのなかで「大崎上島学」を計画・実施・評価する。 

① 東野っ子学習の時間の目標 
・探求的な学習を通して、学び方やものの考え方（情報収集、整理分析、まとめ・表現）
を身に付けさせる。  

・自分の生活と地域の自然や人々、ものごととのかかわりについての探求的な学習を通し
て、仲間と協働して課題を解決しようとする態度を育成する。 

・地域に対する誇りと愛着を高め、よりよい生活を創り出し、未来の大崎上島を担う、た
くましい人材を育成する。 


